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編集後記

今年も奈良県立医科大学看護研究ジャーナルを発刊することができました。皆様のおか

げと感謝申し上げます。発刊までにずいぶん時間を要しましたのは、編集委員長である私が

怠惰で、あったからで、ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたします。

本巻は太田豊作教授にご自身のこれまで、の研究歴についてご紹介いただきました。その

他特徴的なこととして、本巻は大学院生のいわゆる修士論文がありませんが教員のみなさ

まからの投稿がそれに置き換わり、内容としてはなかなか充実したものになっていると考

えておりますc この雑誌の前身の看護学科紀要の編集部会を瀬川教授から引き高齢、で(平成

22年度、第 8巻から担当)以降、とくに査読の在り方について私の意向を通させていただ

き、ずいぶんわがままを言わせていただきました。受け入れてご協力くださいました筆者の

みなさまおよび査読をしていただきました先生方に厚く御礼を申し上げます。来春にはジ

ャーナル編集委員会のメンバーも交代があると思います。各領域の研究がますます活発に

なり、雑誌のレベルがますます高くなることを祈念申し上げます。いろいろお世話になりあ

りがとうございました。衷心より御礼申し上げます。

看護研究ジャーナル編集委員会

委員長 積田薫
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